
   

   
  

テテーーママ  

「白峰とイワナの関わりから 

人間と環境の持続性的共存を学ぶ」 
Learning about the sustainable coexistence of humans and the 

environment from the relationship between Shiramine and char 

講演者：白山白峰漁業協同組合 
Hakusan Shiramine Fisheries Cooperative 

組合長 加藤唯央 氏，理事 鶴野俊哉 氏 
Mr. Tadao Kato and Mr. Toshiya Tsuruno 

 

日  時：令和７年 10 月 15 日（水）16：00～18：00 

場  所：知識科学研究棟Ⅱ棟４階 コラボレーションルーム１ 

      及びオンライン 
下記 URL のフォームまたは QR コードからお申込みください。     

オンライン参加者には Zoom の会議室情報をお送りします。 

【URL】  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfU9IiUxxV1a9jGkYN6VGLv

DPN5aVEyJE3FdeTCnD_1hatE7w/viewform?usp=dialog 

                                                      

      
 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ先：准教授 吉岡 秀和 （E-mail： yoshih@jaist.ac.jp） 

講演者略歴 

加藤氏 ： 石川県立工業高校機械科を卒業後，株式会社石川製作所技術部長，伊藤忠テクスマック 

株式会社生産部長等を経て，現在は白山白峰漁業協同組合組合長ならびに加藤テクノ株

式会社代表取締役を兼任． 

鶴野氏 ： 石川県立美術館学芸担当課長，石川県立歴史博物館普及課長を経て，現在は白山白峰 

漁業協同組合組理事． 

講演要旨： 
白山の登山口として知られる石川県白山市白峰村では，渓流魚であるイワナと密接にかかわる文化

や風習が形成されてきました．今回の研究科セミナーでは，白山周辺の内水面水産資源を管理する白

山白峰漁業協同組合から講師をお招きし，白山の（無斑）イワナや自然についての歴史や体験談，『自

然と人間の持続可能な共存』を実現するうえで心がけていることについてご講演いただきます．また，

「人間と自然の価値共創」について，本学教員とのセッショントークも予定しています． 

第 16 回研究科セミナー（トランスフォーマティブ知識経営研究領域） 
 


